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	　　　　　　　　　　　　　　　　学校給食でのノロウイルス食中毒
１月末に鳥取県の学校給食施設を原因とするノロウイルス食中毒が発生しました。終息し給食が再開されましたが、大規模な事例でしたので、現在までの調査結果と地元新聞の概要をお知らせします。
１　発生年月　　　　平成１９年１月

２　発生場所　　　　鳥取県鳥取市　小学校１３校、中学校４校
３　原因施設　　　　鳥取県鳥取市　学校給食センター
４　原因食品　　　　１月２６日の給食
５　病因物質　　　　ノロウイルス

６　摂食者数　　　　5,421人
７　発症者数    　　1,289人（未確定、２月６日現在）
８  発生の要因等（２月５日鳥取県報道情報資料）
１）検査結果（ノロウイルス陽性数／検体数）

　　拭き取り１(しゃもじの取っ手)／59、２６日給食検食０／17、２６日給食食材１(白菜)／９、

　検便：従事者８／32、児童８／10、教職員５／５、保護者６／６

　　＊白菜について同一業者が納入した他の給食センターでは食中毒の発生は無かった。

　２）これまでノロウイルス対策の消毒措置がとられておらず、ノロウイルスに感染した調理員（２６日までの有症者３名）等の手指を介して、調理室全体が汚染されたと判断できる。

　３）給食を調理する際、ノロウイルスが調理員の手指を通して、調理した給食並びに給食用食器により各学校に拡大し、大規模な食中毒を引き起こしたものと考えられる。
９　地元新聞：日本海新聞記事概要（ゴシックはみだし）

１月２９日

３５７人が下痢、嘔吐　鳥取市の小中学校給食が原因か
１月３０日

鳥取市給食、集団感染７７５人に　県が立ち入り検査

調理員発症を報告せず　ずさん対応、被害拡大か

　今月10日調理員が下痢、嘔吐。17日に提出された検便からノロウイルスを検出。通常のアルコールなどによる消毒だけで特別な対処をしなかった。
１月３１日

原因はノロウイルスの可能性大　鳥取市集団感染

　29日の調理員２人と症状を訴えた教職員４名の便からノロウイルスを検出。26日に小学校であった給食試食会に参加した保護者が下痢などの症状を呈していた。

２月　１日

ノロウイルス被害国内最悪　食中毒１２００人に

　給食を食べた5,421人のうち、約22％児童、生徒1,112人、教職員77人、保護者ら15人

２月　２日

家族にも拡大　鳥取市の給食食中毒

２月　３日

ノロウイルス　しゃもじから検出　給食食中毒

　しゃもじは、キャベツやスルメ、中華スープなどを混ぜたあえ物で使用。

２月　４日

給食再開入念リハ　調理作業チェック

２月　５日

給食再開７日に延期　鳥取市集団食中毒

２月　６日

白菜からノロウイルス　納入後に汚染か　集団食中毒　　汁で使った白菜

２月　７日

“安全確認を得た”給食きょう再開　鳥取市集団食中毒

　同日午前９時現在で症状を訴えたのは1,289人、二次感染と見られるのは児童、生徒６人

２月　８日

不安を残し給食再開　９校２８人が弁当持参

　「心機一転で」　「給食が一番」　本当に安全？

　事故が発生時に、‥‥ならば、‥‥ならば、と出てきますが、いかに最大限発生防止に努力しても、発生してしまえば、努力が足りなかったことになります。この事件を振り返ると、やはり危機意識が足りなかったと思います。何十年同じようにしていても、事故が起きなかったのに‥‥‥‥　　（笈川）
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